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　岩坂氏はデザイン研究室の第１回生で、学生時代から

コンペティションに入選。就職後も社内・外のコンペで

実績を積み、今回の『前田建設ファンタジー営業部』の

出版につながったものと考えている。

　本著は朝日、読売新聞の書評欄に、読売新聞では写真

入りで紹介されている。また、最近ではNHKの番組内

でも著書とともに岩坂氏が紹介されている。

（文責：伊澤　岬）
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鈴木啓右氏 プロフィール
交通工学科４期卒、淺川美利研究室。

昭和 43 年鉄建建設譁入社、昭和 49 年 PC工法研修

のため EC７ヵ国へ留学、国鉄新幹線工事現場長、

昭和 54 年参議院議員公設第一秘書、科学技術庁大

臣秘書官に就任。現在、譛内藤泰春科学技術振興財

団専務理事、競争法研究協会常務理事を兼務。
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（2005年１月 10日発行）
pp.38～ 41
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この冬、日本列島は寒波に見舞われ

各地で記録的な積雪となっています。

この厳しい自然環境は大学の入学試験

を取り巻く環境に通じるものがあるよ

うに思えます。大学全入時代を2007年

度に控え、対外にアピールのできる学

科であることの重要性がますます高ま

ってきています。

2004年より、通常版「交通 Bulletin」

に掲載できなかった、各種メディアに

取り上げられた１年間の教員や研究

室、卒業生の社会的活動を特別号（別

冊版）にまとめ紹介しております。これ

からも学科の情報発信源としての「交

通 Bulletin」の構成・編集の充実に意欲

的に取り組んでいきたいと思います。

（文責：岸上明子・野上雅之）

編 集 後 記

『建設通信新聞』
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